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この度、日本学術会議主催で「植物を活かすー植物を利用したグリーンイノ

ベーションに向けてー」を５月２９日（土曜日）に東京で開催することになり

ました。多くの皆様の御参加を心よりおまちしております。 

 

皆様ご存じの様に、地球環境問題や食糧問題など人類を取り巻く状況は年々

厳しくなってきており、これを乗り切るためには政治や経済だけでなく、科学

の力が必要とされています。特に植物科学は食糧や環境に直結しており、日本

は極めて高い基礎的な力を持っています。今、植物科学コミュニティには、こ

の高い基礎科学の力を活かして、どのようにして地球環境問題や食糧問題に貢

献できるかが問われています。大気中二酸化炭素削減などについて産業界との

連携も視野にいれた取り組みが重要になってきています。本シンポジウムは植

物科学の将来展望について、産業界、学界、行政からご意見を頂き議論するこ

とを目的にしております。広く植物研究に関係する方、興味のある方にご参加

頂ければと思っております。特に、大学院生、博士研究員など次世代を担う方々

に積極的にご参加頂き、有意義なシンポジウムにできればと思っております。 

 

日時：平成 22 年 5 月 29 日（土）13:00～17:20 

場所：日本学術会議講堂（東京都港区六本木 7-22-34 東京メトロ千代田線乃木

坂駅すぐ） 

主催：日本学術会議 

共催：日本育種学会、日本光合成学会、日本作物学会、日本植物学会、日本植

物生理学会、日本植物分子細胞生物学会、日本生物工学 

後援（予定）：文部科学省、農林水産省、経済産業省 

入場無料です。皆様の参加をお待ちしております。 

 

 

13:00－13:10  開会の辞 

石山 敬貴（民主党衆議院議員） 

黒岩 常祥（日本学術会議 基礎生物科学委員会委員長） 
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13:10－13:15 本シンポジウムの趣旨説明 

福田 裕穂（日本学術会議 植物科学分科会委員長） 

 

13:15－13:30 関連研究機関・関連学会の取り組みについて 

岡田 清孝（自然科学機構基礎生物学研究所所長、日本学術会議会員） 

篠崎 一雄（理化学研究所植物科学研究センター長、日本学術会議連携会員） 

江面 浩（日本植物細胞分子生物学会会長：各共催学会を代表して） 

 

13:30－16:15 「グリーンイノベーションがもたらすもの」-バイオマス、バイ

オエネルギー、バイオリファイナリーから環境保全、食品まで- 

植物科学への期待（企業サイドから） 

蔵野 憲秀（デンソー） 

三橋 秀一（バイオエタノール革新技術研究組合） 

川上 智（DOWA） 

津布楽 洋和（カゴメ） 

John Breen（ダウ・ケミカル日本） 

植物研究の貢献（アカデミアから） 

福澤 秀哉（京都大学） 

太田 啓之（東京工業大学） 

西澤 直子（石川県立大学・東京大学） 

青木 考（かずさ DNA 研究所） 

高岩 文雄（農業生物資源研究所） 

 

 16:15-17:15 パネル討論とまとめ 

「基礎研究から応用研究への『死の谷』をいかに乗り越えるか」 

司会：松岡 信（名古屋大学） 

 

17:15-17:20 閉会の挨拶 

磯貝 彰（奈良先端科学技術大学院大学長、日本学術会議会員） 

 

福田裕穂、松岡信、江面浩、篠崎一雄 

 

「植物を活かす」 

―植物を利用したグリーンイノベーションに向けて－ 

学術会議シンポジウム開催準備委員会 
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